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る｡我国の1920(大正 9)年以降の慢性不況,昭和初期の経済恐慌 ･農村不況,打ち続 く凶


















すとお り,1925(大正14)年におい ては,村 営
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蓑2 長野県下の経営主体別季節託児所数 表3 全国の経営主体別
年 次 岳 経 営 主 体 別 託 児 所 数
大正14年 l村営 2,私刑 休 1


















小学校 3,私設個人 5,私設団体18 弓 26i-I計 12,061L 4,82




団 体 の種 類








14 ける長野県内の私設団体の経営による託児所の内訳 (表 4)を
8. みると,愛国婦人会や村の婦人会,主婦会等の婦人会関係が14
方面事業助成会 l 6















































































!か 月 (1), 不 明 拍 F
( ) 内 数 字 は 季 節 託 児 所 数









所および託児所運営経費とに 関係 す る









( ｢丁 ] 憶 え 休 み ), 6 月 28日 よ り12日間(春蚕休み),さらに夏休みに8月17日より9日間開設さ
れ て い る ｡ こ の よ う に 春 か ら 秋 にかけて数回開設する託児所もあった｡この傾向は戦時下に
な っ て , 小 学 校 お よ び 分 教 場 に 開 設されるケー スが増加するなかで,一段と顕著になってい
る ｡ 例 え ば , 1 938 (昭 和 13) 年 の 春季に458か所の託児所が,秋季に487か所開設された｡
さ ら に 1 940 (昭 和 15) 年 春 季 に 570か所,秋季に560か所が開設されたのである｡
開 設 期 間 が 数 か 月 か ら 10か 月 と長いのほ,養蚕との関係によるものであった｡
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表 7 長野県下の季節託児所職員構成(昭和10年)児所名】 職員 構成1託 児 所 名
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ー _堅.旦一旦 _空 J
4人 ≠
保母4人,嘱託医師 1人








































季 節 託 児 所 名
野 津 町 託 児 所
慈 光 学 園
協 和 村
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季節託児所の職 員構成は表 7に示す ように,各託児所に よってまちまちであった｡綿内託
児所の ｢所長 1,主任 1,保母 3,助手 1｣ とい うモデル的なケースから,茂 田井女子青年
団託児所の青年団幹部16人 とか,中津村託児所の女子青年団員17,婦人会 4,学校職員 4,
使丁1人 とい うようにさまざまであった｡
託児数に対す る保母数は,表 8に示す とお り託児所に よ り相違がある｡乳児保育を行 って
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6 -5 (ll)l l 1 2
ミニリ iLL-生 半 二7 -4 (9)51
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季節託児所の保育料は,表11に示すとお りに,1927(昭和 2)午,1928 (昭和 3)年 で



































































月5日から5日間, 全校 生 徒
610名を5班に分け, そのうち










1. 講習の場所 更級郡東福寺村専精寺内 (東福寺託児所所在地)
2. 時 目 白8月18日重岡27日迄10日間
3. 講習料日並講師
(1)児童衛生一般並応急処置 (6時間) 日本赤十字社長野支部病院医学博士 佐伯義夫氏
(2)児童心理学 (6時間) 長野師範学校教諭
(3)教育学大要 (8時間) 篠ノ井高等女学校教諭 青木秀夫氏
(4) 児童取扱並実習 (16時間) 東福寺託児所主任 中村多頁氏
(5) 唱 歌 (約10時間) 東福寺小学校長 酒井真澄氏
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(6) 遊 戯 (約10時間) 東福寺託児所保母 酒井キク枝氏
(7)手 工 (約10時間) 同 上 中野文子氏
(8)社会事業と託児所に就て (3時間) 長野県社会主事 浜田修蔵氏
(9)課外講習 更級郡視学 柄沢褒作氏 医師 滝川辰二氏 其他数名
4. 受 講 資 格 高等小学校卒業者及之と同等以上の学力を有する者にして満16歳以上の女子たるこ
と
5. 講 習 料 徴収せず 但し託児所開設の希望を以って排出せられたる受講者にLで庸白せんと
する者は食費として1日60銭を申受くる他宿泊料を徴収せず
6. 講 習定 員 50名,内宿泊者30名,通学者20名
7. 申込 期 日 通学又は宿泊の別を明記して8月7日迄に当庁に申込むこと
8. 其 他 日亡児所に宿所の準備あれば宿泊を希望する者は左の物品を携帯すること
但し通学者も(1),(2)のものは必ず携帯のこと
(1) 手帳3冊 (2) 鉛筆又は万年筆 (3) 結髪道其
(i) 歯磨用)7<手拭紙等 (5)敷布1枚 (6) 毛布又はかいまき
講習内容に ｢児童衛生一般並応急処置｣の科 目が設けられているが,幼児死亡率の高かっ
た当時 としては当然のことであろう｡保育の基礎的理論 として ｢児童心理学｣および ｢教育




















これを1925(大正14)年の保母養成講習会と比較すると ｢手工｣の科 目がなくな り,代っ
て ｢児童の弁当と間食の作 り方｣が加えられている｡ これは慢性化する農村不況のなかで,
困窮する農家の幼児の栄養対策を考慮してのことである｡また講習 日程が10日間から4日間
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